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論文内容の要旨

原子核 95Tc の励起状態を 93Nb(α， 2n y) 95Tc 反応を用いて研究した。ガンマ線の測定は Ge (Li) 検

出器で行った。ガンマ線の励起関数，遅延ガンマ線，ガンマ線の角分布及び同時計数の測定を行った。

今回の実験の結果 95Tc に於て 882KeV， 1516KeV, 1550KeV, 21 84KeV, 2548KeV のエネルギーを持つ

励起状態の存在が新にわかったO また励起状態のスピン及びパリティが次のように決定された。 882

KeV 13/2+, 957KeV 11/2+, 1215KeV 9/2-, 1516KeV 17/2•(1 3/2)+, 1550KeV 15/2+ (11/2)+である。

ガンマ線の角分布を記述するのに (α， 2ny) 反応に対する反応機構の簡単な模型が提唱されこれで

実験値をよく説明できることが示された。これは奇質量数の標的核に対する (α， 2 旬)反応に対して，

はどめての試みである。

95Tc の励起状態の中で 336KeV 7/2+, 627KeV 5/2+, 882KeV 13/2+, 957KeV 11/2+ の励起状態は

単一粒子(1g9/2) と集団運動による振動状態の第一励起状態 (2+) が結合してできる多重項の励起状

態と考えられる。又暫定的に定められた 1265KeV 9/2+ もこの多重項のーっと考えられる。このよう

に高いスピンを持つ単一粒子と集団運動が結合してできたと考えられる励起状態は最近 91Nb ， 93Mo , 

93Nb , 115In で見い出されている。しかし多重項のすべてが見出されているのは 93Nb と l可n だけであり

集団運動の性質が単純な核の表面振動模型でよく記述できると考えられるものは 93Nb と今回の 95Tc

の場合だけである。

このような多重項の中で高いスピン (13/2 ， 11/2) を持つ状態はより純粋であると考えられるがこ

れを純粋な表面振動と単一粒子が結合したものと考えると 882KeV 13/2+ と 957KeV 11/2+ のエネル

ギー順序を説明することの出来ないことがわかった。一つの方法として振動状態の第一励起状態が四
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重極舵率を持っと考えると 11/2+ 及び 13/2+ のエネルギーが説明できる。また陽子数が 2 だけ少ない

93Nb に於て見出されている多重項に較べると多重項の広がりはかなり大きくなっている。このことは

粒子と集団運動の弱い結合という模型では十分に説明できないと考えられる。最近陽子数が40~50の

領域の奇数核の集団運動では 3 粒子相関が重要で、あると提唱されている。この効果を取り入れた計算

の結果と今回の多重項のエネルギー順序とは比較的よく一致することがわかった。

論文の審査結果の要旨

柴田君は !~Nb (α ， 2n y) !~Tc 反応のガンマ線分析により 95Tc の励起準位の研究を行った。

吋c の隣りの偶→馬核である 94Mo と 96Ru は振動準位を持つことが知られている。そして奇核であ

る 95Tc の基底準位のスピン・パリティは 9/2+ であり， 199/2 の陽子によって生ずると考えられる。

よって 95Tc の励起準位としては芯の振動 (E 2 フォノン)とこの 1 粒子との結合により 13/2+， 11/2+, 

……5/2+ の 5つの準位が生じ得る。このような芯の振動と 1 粒子の結合による準位が奇核において存

在するらしいということは幾つかの例から論じられてはいるが，奇核の準位構造は偶ー偶核にくらべ

て非常に複雑で、あり，それほど自明のことではない o 95Tc の場合には 13/2+， 11/2+ というような高い

スピンの状態が比較的低いエネルギーのところに期待されるのが面白い点である。

柴田君は，阪大サイクロトロンからの α粒子で Nb の薄膜をたたき Ge (Li) 検出器でガンマ線のエ

ネルギースペクトルと強度，励起曲線， γー γコインシデンス，ガンマ線の角度分布，ガンマ線放出の

寿命等を念入りにしらベた。

その結果，今迄は報告されていなかった 5 つの励起準位を見つけ，またいくつかの準位につきスピ

ン・ノf リティを決定したO こうして明らかになった 882KeV (13/2+) , 957KeV (11/2ワ， 1265KeV (9/2+) , 

336KeV(7/2ワ， 627KeV (5/2+) の 5 つの準位を前述の 199/2 陽子と E2フォノンの結合によるものと

して弱結合模型によって分析し，また最近の丸森氏等の 3 粒子相関の理論との対比も試みている。

以上柴田君の論文は 95Tc の準位構造を明らかにするとともに，奇核の核構造の解明に多大の寄与を

なすもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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